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朝晩の冷え込みが厳しい季節となり、西の里の山々も紅葉で色づいています。市内では、インフル
エンザの流行に伴い、学級閉鎖等の措置をとっている学校もありますが、本校ではその兆候も見られ
ず、こどもたちは元気に学校生活を送っています。保護者の皆様の家庭での配慮に感謝申し上げま
す。学校においても、感染症拡散防止対応を含め、こどもたちが安全・安心な学校生活を送ることが
できるよう、最大限努めて参ります。 

さて、1１月１日（土）、運動会が行われました。前日の雨でグラウンドの状態が心配されましたが、
こどもたちにも手伝ってもらいながら、なんとか予定の時間に間に合わせることができました。当日は、
参加した全てのこどもたちが、全体のスローガン「協力してがんばる 笑顔とはげましの運動会にしよ
う」に向かって各自のめあてをもち、精一杯頑張る姿を見せてくれました。当日までの取組も踏まえ、
振り返ってみたいと思います。 

 

★友達と共に対話しながら「学び合う」姿～確かな学力～ 

 低学年、高学年の団体種目は、大玉運び、竹取りでした。練習を始めた当初

はなかなかうまくいかず、苦労している場面がみられました。しかし、問題点を

見つけ出し、団の友達とコミュニケーションを取りながら課題を解決していき、

当日は自分たちが納得できる競技を行うことができました。練習を通してコミ

ュニケーションの大切さを学ぶ貴重な経験を積むことができました。 

★思いやりの心をもち「磨き合う」姿～豊かな心～ 

 紅白対抗リレーは、全校児童が４チームに分かれ、熱戦を繰り広げました。練

習では、上級生が下級生にバトンの渡し方を教えたり、走り方のアドバイスをし

たりする姿が見られました。当日は、チームの仲間に精一杯声援を送っていま

した。その他の種目の中でも、友達に対して一生懸命応援するなど、思いやり

の心を感じる行動が随所に見られました。 

★当日までの練習の中で「高め合う」姿～健やかな体～ 

 当日までの約１か月間、授業や休み時間を使って各種目について練習に取り

組んできました。表現運動では、最初はぎこちなかったり、揃っていなかったり

した動きも、練習を通してどんどん改善していき、当日は自信をもって、とても

立派に演技することができました。その他の種目においても、繰り返しの練習

を通して、自分自身の体力面・精神面の成長を実感することができました。 

運動会という行事に向けての取組を通して、こどもたちの「笑顔が輝く」
姿が数多く見られました。一人一人が目標に向かって取り組むことで、大き
く成長しました。今回の経験を、今後の教育活動に生かしていけるよう支援
していきます。 

花つつじ



これまで本校では持久走大会として、順位を競い、タイム向上を目指す「チャ
レンジランニング」を行ってきました。今年度から、この取組をさらに充実させ
るために、名称を「西の里ランニングフェスタ」に変更し、内容も新しくしまし
た。 
西の里ランニングフェスタの特長は、２つのコースから選べることです。 
 

【チャレンジラン】 
 順位やタイムを競い合います。順位を得点化し団対抗戦として実施します。 
【マイペースラン】 
 順位やタイムの測定は行わず、「最後まで笑顔で走りきること」を目標とし
ます。仮装も可能です。 
 
こども一人一人が、自分に合ったコースを選び、楽しく走ることができます。

順位ありと順位なしを選択できる小学校のマラソン大会は、県内でも非常に珍し
い取組です。 

この変更には、以下の３つの願いがあります。 ▶走ることの楽しさを、より多くのこどもに感じてほしい。 ▶「速さ」だけでなく、自分で選んだコースを自分らしく走ることに価値を見い 
だしてほしい。 ▶仲間と競い合う中で自己の成長を実感する経験、  
仲間と励まし合いながら笑顔でゴールする経験を  
通して、達成感や自己肯定感を高めてほしい。 
また、スペシャルゲストとして、箱根駅伝（第 91

回・第 93 回大会）に出場した本校卒業生のセルナ
ルド祐慈さん（富士宮市役所）が来校し、こどもと
一緒に走ってくださいます。トップランナーと走る
貴重な機会を、ぜひ楽しんでもらいたいと思いま
す。 
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